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大谷公園の再整備について
大類　智樹
中川　博夫（星が丘１丁目大谷石畳保存会）

１　活動の経緯と目的
　宇都宮市の星が丘1丁目には誕生から80年余りになる大谷石畳の坂道（現：日本遺産「星が丘の坂道」）があ
ります。この坂道は融雪剤の影響などにより激しく痛んでおり、当時は日本遺産の認定などもなく、一時期は全
面アスファルト舗装が予定されていました。筆者たちは、この大谷石畳の継続を求め、宇都宮市に対し要望活動
を行ってまいりました。その結果、唯一市内に残る、大谷石畳の公道の文化的価値が認められ、自然石の大谷石
での完全復元が実現しました。当局との議論や様々な知恵をいただいた体験をもとに、当保存会は、石文化を未
来に続ける活動を継続しております。
　このほど、宇都宮市大谷町の大谷公園（平和観音前広場）について、全面新大谷石（大谷石骨材を使用したコ
ンクリートブロック）による打ち替えの意向が示されました。この広場の持つ大谷石の空間の文化的価値、日本
遺産大谷石文化の1丁目1番地としての意義などから、新大谷石による打ち替えを最小限にとどめる提案をまと
めました。

２　大谷の現状と再整備について
　宇都宮市では、都市再生整備計画事業（大谷地区） により、観光入込客数120万人に向けて、上質な観光地・
大谷にふさわしいインフラの整備を進めており、市道632・635号線の整備や、旧大谷公会堂の移築と観光交流
センター整備などを計画しております。既に市営大谷駐車場から大谷公園にかけての歩道については、大谷石自
然石から新大谷石舗装への切替工事が、残念ながら完了しております。

　「新大谷石」は大谷石自然石よりも耐久性に優れ、ミソも無く、表面の平滑さを長期間保てるため、高齢者や
車いすユーザーにとってもアクセスしやすいものとなります。しかし、本来の大谷石の文化は、人々の生活に密
着して、日々の経年変化による色や形の変化をめでて、愛しんできたものです。いわば県民性・市民性に通じる
心がここにあります。淡く崩れやすく人々が守る大谷石文化が、無機質なコンクリートに置き換えられてしまい
ます。大谷石文化の本質が変わる懸念があり、最小限にとどめるバランス案（下記）を提案しました。
　宇都宮市からは、提案について十分に尊重して、城山地区連合自治会、関係者等と意見交換を行いながら進め
るとの回答をいただきました。

 新大谷石で舗装し直された歩道 公園内は従来の自然石が残る
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３　参考：提案資料（一部抜粋）

参考資料：
　2021．３
　　市政研究 うつのみや第 17 号

まちづくり活動報告
「星が丘 1丁目大谷石畳道路（星が丘の坂
道）完全復元」（宇都宮市）

中川博夫・大類智樹


